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Study about predictive function in social work supervision system
―Based on preventive framework―
Noriko Kido　・　Yuki Oga
Machiko Ohara　・　Kazume Fukuyama
Abstract: The purpose of this study is to seek components of social work supervision system 
for coping with difficulties of preventive practice and expediting support, backing up social 
workers.  We considered primary prevention measures by supervision function while focusing on 
supervision system with organizational responsibility, after analyzing interview data of clinical 
supervisor in the community health and welfare service organization in Montreal, Canada.  As a 
result, three components of supervision system focusing on predictive function became apparent 
using two type supervision properly, catching indication and cooping predictively, defining 
supervision system.
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②徴 候 把 握：	問題や問題悪化につながるような、サインや気がかり、気になること、対応
	 すべきかもしれないことに焦点をあてる（示唆的予防策に相応）


















































いては、研究代表者の所属大学研究倫理委員会の承認を受けて行なった。（平成 27 年 12 月 14
日承認、受付番号 15-0703）
Ⅴ．結果













Q1:	SVの時間にはどのような事柄をとりあげていますか？ 9 9 2
Q2:	SV を行う上での留意点はどのようなことですか？ 3 4 1
Q3:	SV のゴールは何ですか？ 10 2 2
Q4:	倫理的な問題やジレンマを扱うことがありますか？ 1 5 6
Q5:	SV に理論的アプローチを適用していますか？
　　それはどのような理論ですか？ 16 4 5
Q6:	SV によって、問題の予防に役立ったことはありますか？ 12 7 9





Q1:	SVの時間にはどのような事柄をとりあげていますか？ 13 6 2
Q2:	SV を行う上での留意点はどのようなことですか？ 6 0 2
Q3:	SV のゴールは何ですか？ 11 0 7
Q4:	倫理的な問題やジレンマを扱うことがありますか？ 4 0 5
Q5:	SV に理論的アプローチを適用していますか？
　　それはどのような理論ですか？ 4 10 4
Q6:	SVによって、問題の予防に役立ったことはありますか？ 14 3 6









ト合計数をみると、リスク減少 51、徴候把握 31、早期対応 25 である（表 1参照）。またスー
パービジョン機能に関する文節・ワードのカウント合計数をみると、管理的 52、教育的 19、




少 10、徴候把握 2、早期対応 2である（表１参照）。すなわち問題が起こる前の（問題がない）
状態を挙げている。一方でスーパービジョンの効果を尋ねた時（Q6）の、予防レベルに関












から捉えてみる。予防レベルのカウント数は、リスク減少 1、徴候把握 5、早期対応 6であ
る（表 1参照）。主に徴候把握、早期対応に焦点があたる。この質問項目に対する回答内容
は他の項目と比べて、リスク減少が少ないほうと捉えられる。またスーパービジョン機能の
カウント数は、管理的 4、教育的 0、支持的 5である（表 2参照）。教育的機能よりも支持的
機能、管理的機能を意図していると捉えられる。
〔分析５〕スーパービジョンの教育的機能について






期対応 5である（表 1参照）。またスーパービジョン機能のカウント数は、管理的 4、教育
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